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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。また、保護者の皆様、関係者の皆

様にも教職員を代表して心よりお祝い申し上げます。 

本日、皆さんとともに新たなスタートを祝えることができたことを、たいへん嬉し

く思います。今日から、皆さんは本学での学びを始めます。大学生活で得るものは、

これまでの学習とは異なるものになるでしょう。なぜなら、大学は単に確立された知

識を学ぶ場ではなく、未知の領域に挑戦し、自らの成長を促す場であるからです。皆

さんが本学で学ぶ目的は、急速に変化する社会の中で、自ら主体的にその発展に貢献

できる素養を身につけることにあります。 

この大学で学び、先月卒業した先輩たちは、例えば管理栄養士として病院や学校で、

保育士や教員として保育所や小学校で新たな社会生活を始めています。皆さんも、こ

の大学で多くの人々と出会い、多様な知識を得て成長し、より良い社会の実現に向け

て力を発揮してほしいと願っています。 

現代社会では、インターネットやスマートフォン、オンライン授業が日常となり、

情報は瞬時に世界中で共有される時代です。急速なテクノロジーの進化により、私た

ちの生活や社会はますます変化していくと考えられます。この変化の時代において、

皆さんが新たな一歩を踏み出すに当たり、二つのことをお伝えしたいと思います。 

一つ目は、本学の教学理念である「自律創世」についてです。「自律」とは、自ら

考え、判断し、行動することを意味します。「創世」とは、どんな状況にも柔軟に対

応し、地域社会の発展に貢献しようとする心構えを持つことを指します。これらを合

わせた「自律創世」は、単に自己中心的な行動を超えて、他者との協働を通じて社会

に貢献する力を育むことを目指しています。 

本学が求める「自律」は、専門的な知識を身につけ、正確な情報を収集し、物事を

客観的に評価する力を養うことを含んでいます。私たちには、経験や固定観念に影響

され、自分に都合の良い情報を選びがちな「認知バイアス」と呼ばれる性質がありま

す。もちろん、認知バイアスに影響されず、さまざまな視点を受け入れることが大切

になります。自分を客観的に見つめ直すことは簡単ではありませんが、大学生活を通

して多くの良い友人や確かな情報に触れ、自己を見つめ直し、自ら考えて行動できる

力を養ってほしいと願っています。 

次にお伝えしたいのは、「変われる人になろう」ということです。人間は社会的な

存在であり、私たちは家族や学校、地域など、さまざまな社会集団に属して生活して

います。社会は、個人の幸福を追求しながら、より良い家庭、友人関係、学校、そし

てより良い地域社会を築くために変化していきます。もちろん、変わらないこと、変

えるべきでないこともありますが、私たちを取り巻く社会や生活は急速に変化してい

ることは事実です。 

皆さんには、変わりゆく社会に対応するために、柔軟性とたくましさを持って、変

われる人になってほしいと願っています。変化に対応できる力は、これからの時代に

おいて非常に重要です。皆さん一人一人が変化し、成長し続けることが、未来を切り

拓く力となります。 



本学では、皆さんの入学に合わせて、データサイエンスセンターとグローカル共創

センターという二つの新しいセンターを設置しました。データサイエンスセンターで

は、情報社会における膨大なデータをどのように活用するかを学び、安全で確実な情

報活用方法を教育します。このセンターでは、データを活用した意思決定の方法を研

究し、実社会で役立つ技術を身につけることができます。また、グローカル共創セン

ターでは、国際社会や地域社会との連携を深め、グローバルな視野を養いながら、卒

業後に直面する現実の社会とのつながりを強める教育が行われます。これらの新しい

センターは、皆さんの学びをより深く、実践的なものにするための場となります。変

化の激しい情報社会、ネット社会、そしてグローバルな視野を広げるためにも、これ

らのセンターを活用し、より良い自分に変化し続けてください。 

大学も変わります。学生同士で、教職員と、そして国際社会、地域社会と関わりな

がら、皆さんがしなやかでたくましい自分に変わっていくことを期待しています。 

結びに、新入生の皆さん、今日から中国学園大学の、中国短期大学の学生として、

希望に満ちた新しい一日が始まります。のびのびと大学生活を楽しんでください。皆

さんの前途に幸多きことを祈り、改めてご入学をお祝い申し上げます。 
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